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漠
で
遭
難
し
た
と
し
よ
う
。

水
筒
に
は
半
分
、
水
が
入
っ

て
い
る
。
あ
な
た
は「
も
う
半
分
」

と
思
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も「
ま

だ
半
分
」
と
思
う
だ
ろ
う
か
。

　
「
も
う
半
分
」
は
、
も
の
は
い
つ
で

も
十
分
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
。一

方
で「
ま
だ
半
分
」
は「
も
の
は
い

つ
も
十
分
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う

考
え
方
。
今
あ
る
も
の
を
生
か
し
て

目
標
を
果
た
そ
う
と
い
う
姿
勢
だ
。

与
え
ら
れ
た
条
件
が
同
じ
な
ら
、

で
き
な
い
理
由
で
は
な
く
、
ど
う

や
っ
た
ら
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
。

生
率
の
低
下
や
転
出
超
過

が
続
く
中
、
人
口
減
少
の
流

れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。
雇
用
、結
婚
、出
産
、

子
育
て
と
、
山
積
す
る
課
題
を
解

決
す
る
特
効
薬
は
存
在
し
な
い
。

　

し
か
し
、
緩
や
か
だ
が
確
実
に

効
く
薬
が
あ
る
。
前
向
き
な
考
え

方
。
プ
ラ
ス
思
考
だ
。

　

不
安
、
不
便
、
不
満
を
口
に
す

る
の
は
た
や
す
い
。
し
か
し
プ
ラ

ス
思
考
で「
不
」
を
取
り
除
け
ば
、

不
安
は
安
心
に
、
不
便
は
便
利

に
、
不
満
は
満
足
へ
と
変
わ
る
。

　

今
さ
ら
で
も
い
い
。
今
か
ら
で

も
い
い
。
何
か
を
始
め
る
の
に
遅
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
一
関
の
交
流
人
口

は
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
（
訪
日
外
国
人
旅

行
）
に
よ
っ
て
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
に
か
か
わ
る
人
の
動

き
も
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

地
域
の
個
性
豊
か
な
人
た
ち
と

一
緒
に「
食
」「
文
化
」「
風
習
」「
行

事
」
を
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
。「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
」

が「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
に
変
わ

る
は
ず
だ
。

刊
地
域
19
号（
＊
３
）
に
よ

る
と
、
そ
の
ま
ち
の
人
口
の

１
㌫
を
毎
年
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
地
域
人
口
を
安
定
さ

せ
ら
れ
る
と
い
う
。
10
万
人
の
ま

ち
が
１
０
０
０
人
の
移
住
者
を
得

る
と
考
え
れ
ば
、
難
し
く
感
じ
ら

れ
る
。
し
か
し
、１
０
０
人
の
地
域

で
１
人
の
移
住
者
を
得
る
と
考
え

れ
ば
、
実
現
で
き
そ
う
な
気
が
し

て
く
る
。
こ
れ
も
プ
ラ
ス
思
考
の

な
せ
る
技
だ
。

　

25
年
後
の
一
関
を「
住
み
よ
い

ま
ち
」
に
す
る
た
め
の
ギ
フ
ト
。

そ
れ
が
プ
ラ
ス
思
考
。
き
っ
と

喜
ん
で
受
け
取
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。

　厳美町に住む武芳さんは、田舎暮らし

を望む人に「お試し移住」を提供してい

る。自然に囲まれた豪華な体験住宅「山
さ ん

笑
しょう

亭
て い

」を舞台に、一関での新しい生活像
を描いてもらうことが目的だ。
　利用できるのは市への移住を希望、検
討している65歳未満の単身者や家族。
2～ 7泊滞在できる。市内の空家を見学
したり、農作業に触れることも。食料は

自分で購入。自炊しながら一関の暮しぶ

りや農作業を体感させる仕組み。実際の

生活体験を通じ、理想と現実のミスマッ

チを防いでいる。

　事前アンケートによって、不動産や

農業などの仕事や子育ての相談など

にも乗る。
　「15年以上前から、自力で 5㌶の

山を開いて芸術村『アートセンター

キューブ』を作りました。一関を芸術・
文化の発信拠点にしたいと考えてい

ます。山笑亭は、こだわりのゲストハ

ウス。陶芸体験や田舎暮らしのアドバ

イスなど、ここでしか味わえない時間
を体験できます」と語る。
　問い合わせ、申し込みはニューツー

リズム協議会（☎� 3111）まで。

最良の一期一会を味わえる場所
Interview
キーマンに

聞く

及 川 武
た け

芳
よ し

さ
ん及 川 武

た けた け

芳
よ しよ し

さ

アートセンターキューブ 代表 　

人
口
が
減
っ
た
過
疎
の
農
村
に
、

活
力
を
取
り
戻
す
一
手
が
移
住
定

住
の
促
進
だ
。

　

私
た
ち
の
日
常
は
、
都
市
住
民

に
と
っ
て
、異
文
化
を
体
験
で
き
る

非
日
常
の
空
間
に
な
る
。
地
元
の

人
か
ら
見
れ
ば「
山
ば
っ
か
り
」
に

見
え
る
場
所
も
、
都
会
の
人
か
ら

見
れ
ば
癒
や
し
と
安
ら
ぎ
の
空
間

に
な
る
。

　

い
ち
の
せ
き
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会（
後
藤
定さ

だ

幸ゆ
き

会
長
）
は
、
修

学
旅
行
な
ど
の
教
育
旅
行
を
中
心

に
田
舎
の
自
然
、
歴
史
や
文
化
な

ど
を
都
市
住
民
に
発
信
し
て
い
る
。

　

田
植
え
、
稲
刈
り
や
、
野
菜
の

栽
培
な
ど
多
彩
な
異
文
化
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
地
域
の
人
た

ち
。
農
家
民
泊
体
験
で
は
、
農
家

が
一
泊
二
日
で
子
供
た
ち
を
受

け
入
れ
、
子
供
た
ち
に
農
作
業
を

体
験
し
て
も
ら
う
。
後
藤
会
長
は

「
た
っ
た
一
晩
泊
ま
っ
た
だ
け
で
、

別
れ
際
に
涙
を
流
す
子
も
い
る
。

子
供
た
ち
が『
一
関
、
い
が
っ
た
』

と
口
に
し
て
く
れ
る
と
励
み
に
な

る
」
と
話
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
数
日
の
間
、

実
際
に
生
活
し
な
が
ら
一
関
の

暮
し
を
体
験
で
き
る
「
お
試
し
移

住
住
宅
」
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い

自
動
車
免
許
合
宿
と
農
村
体
験

を
融
合
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
地
域

の
魅
力
を
資
源
と
し
て
生
か
す

取
り
組
み
だ
。　

　　

市
は
、
移
住
定
住
を
考
え
る
人

を
対
象
に
①
移
住
定
住
促
進
②
移

住
定
住
奨
励
助
成（
27
年
度
ま
で
）

③
一
関
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
―
の
３
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
専
用
サ
イ

ト「
あ
ば
い
ん
一
関
」
を
通
じ
た

情
報
発
信
、
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
と
協
定
を
結
び
、
空
き
家
の

情
報
を
公
開
す
る
な
ど
、
地
域
と

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
パ
イ
プ

役
を
担
っ
て
い
る
。

　

本
庁
い
き
が
い
づ
く
り
課
の

小
山
貴
史
主
任
主
事
は
「
一
関

を
よ
く
知
っ
て
い
る
住
民
の
声

こ
そ
、
移
住
希
望
者
が
欲
し
い

情
報
で
す
。
地
域
の
魅
力
を
見

つ
め
直
し
、
も
っ
と
一
関
の
魅

力
を
市
外
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
」

と
強
調
す
る
。

いきがいづくり課
主任主事

小山貴史

PROFILE　いちのせきニューツーリズム協議会
2011年、市内各地のグリーンツーリズム活動団体を中心
として設立。当初は沿岸部の児童を招く「海の子山の子プ

ロジェクト」や諸外国からの訪日団民泊の受け入れを行っ

た。13年から教育旅行の受け入れを開始。豊かな知識と

確かな技術を持つ農家と都市部の子供たちの橋渡しをし

ている。左から市嶋豊事務局長、後藤定幸会長、地域おこ

し協力隊の高木秀一さん。

25
年
後
の
君
へ
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1_体験住宅「山笑亭」／2_入口にあ
るオブジェ「巡礼者の地平線」

1

一
関
に「
あ
ば
い
ん
」

一
関
の
移
住
定
住

2

特
集 gift/ギフト

まえ
●最終章

移住定住で新たな人の流れを

＊3　季刊地域No19（2014農山漁村文化協会発行）の中で藤山浩さん（島
根中山間地域研究センター地域研究グループ科長）が発表した考え方。
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季

Final Chapter 「A Go」
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